
  

   第１１３回  仏教公開講座 
 

年間テーマ  

生きるって どういうこと  
サブテーマ（教区御遠忌テーマ） 
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真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

   

 

日  時  ２０１３年１１月２０日（水）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  藤原 千佳子 氏（金沢教区浄秀寺前坊守） 

  講  題  『苦悩と大悲』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

講師紹介 

藤原 千佳子（ふじはら ちかこ） 

真宗大谷派金沢教区浄秀寺前坊守。 

19４2年三重県桑名市生まれ。1981年大谷派教師となり、以後、法話・講演等

にご縁を頂く。寺報『法爾（ほうに）』「おたより」欄担当。 

著書に、『みひかりに遇いて』『慈光はるかに』ⅠとⅡ 

CD『お念仏に遇いて』〈心に響く法話シリーズ②〉東本願寺出版部 

 

 

  

 

 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ  

生きているということは必ず苦悩を伴います。 

どんなに世間的に恵まれていても、老・病・死の苦を免れることはできま

せん。また、愛しい人との別れもあり、思ってもみなかった事実に遇いま

す。そういう私たちに、仏さまの大慈悲のお心はどうはたらいて下さるの

でしょうか。親鸞聖人のお言葉にも尋ねたいと思います。 


